
音楽科　第１学年　　本時の指導計画例
	題材名　　　　　　　　　　　　　　
	本時のねらい　 
	時数

	「　思いを込めて合唱しよう　」
	曲想と歌詞の内容との関わりについて理解し，それらを生かした歌唱表現を工夫して歌う。
	　（　２　/　３　）

	※評価規準において，【知】は知識・技能，【思】は思考・判断・表現，【態】は主体的に学習に取り組む態度　を表す。

	段階
	学習活動
	指導上の留意点
	評価規準と方法
	仙台版
スタンダードカリキュラムの視点

	導
入
	１　前時の学習を振り返り，「We’ll Find The Way」を合唱する。

２　本時の目標を確認する。
　「『We’ll Find The Way』の表現を工夫して合唱しよう」
	・前時の復習をし，歌詞に込められた思いや意図を考えさせる。

	
	②１人１台端末等で演奏を録画し，振り返りで活用できるようにする。

	展
開
	３　「My Voice！」を参考に，姿勢や響かせ方を身に付ける。


４　「We’ll Find The Way」を歌う時に工夫したい点をワークシートに記入し，意見交流する。



５　全体で表現を工夫しながら合唱する。
	・歌唱する時の姿勢や呼吸法について確認し，楽曲に合った発声を身に付けさせる。

・歌詞や旋律の流れ，パートの役割について考えさせ，強弱や音色などを工夫させる。
・グループで考えたことを交流させ，全体でも共有させる。
[bookmark: _GoBack]
・１人１台端末等で演奏を録画させる。
	【態】歌唱を楽しみながら主体的・協働的に歌唱の学習活動に取り組もうとしている。［観察］
【思】曲の雰囲気を感受しながら，知覚したことと感受したこととの関わりについて考え，曲にふさわしい表現方法について思いや意図をもっている。［ワークシート］
	③声による表現の意図や友達の表現から感じ取ったことを交流させる。

	ま
と
め
	６　録画した演奏を鑑賞する。


	・授業の導入で撮影した演奏と，歌唱表現を工夫した
演奏を比較し，成果と課題を確認させる。
	　
	②１人１台端末等で演奏を録画し，振り返りで活用できるようにする。



※仙台版スタンダードカリキュラムの視点において，①は副読本の活用，②は情報活用能力，③は言語能力，④は地域の特性，⑤はたく生き　を表す。

